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研究成果の概要（和文）：本研究は発達障害学生がその障害特性から就労が難しいという事実から，自分の特性
を理解し，他者に説明し，自分が必要とする支援を他者に求めていく行動が起こせる力，セルフ・アドボカシ
ー・スキル(SAS)の獲得を目指した教育および支援方法について研究を行った。研究期間中に，仕事チャレンジ
や学内インターンシップ等の取組を実践した。その結果，単発の就労体験を行って課題を発見できても，それを
乗り越えて就労に結び付くにはかなり困難が伴うことが明らかになった。このため，SAS獲得には、就労体験と
フィードバックの連続的な支援と，実際の職場とのジョブマッチングを行う包括的かつ継続的な支援が必要なこ
とが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：Students with developmental disabilities have the fact that it is difficult 
to work because of their disability characteristics. For this reason, in this research, we study a 
support method aimed at acquiring self-advocacy skills (SAS) that understands one's own 
characteristics, explains it to others, and asks other people for the support they need. Did. During
 the research period, we practiced "work challenge" and "campus internship". As a result, it became 
clear that even if you could find a task as a result of working experience, it is quite difficult to
 get a job after overcoming it. For this reason, it became clear that comprehensive and continuous 
support such as job matching with the actual workplace is necessary in addition to continuous 
support of work experience and feedback in order to acquire SAS.

研究分野： 特別支援教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は，これまでに大学で試みられてきた発達障害学生に対する就労体験等の取組は，課題を発
見できても，それを乗り越えて就労に結び付けるには困難が伴うことを明らかにしたことにある。また，セル
フ・アドボカシー・スキル獲得には、就労体験とフィードバックの連続的な支援と，実際の職場とのジョブマッ
チングを行う包括的かつ継続的な支援環境が必要であり，これらを提供できる就労支援事業所との連携が必要で
あることや就労支援事業所との連携を想定した移行支援モデルを研究する必要があることを提案したことにあ
る。本研究の成果が移行支援に活用されることにより，発達障害学生の雇用機会の拡大に貢献できると考えてい
る。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
これまで発達障害に関する研究は，障害特性やそれに伴う支援ニーズ・支援方法に関する研究

が多数存在し，研究成果の蓄積も進んでいる。しかし，大学から社会への移行を見据えた移行支
援に関する研究は，これまでに十分行われてこなかった。セルフ・アドボカシー・スキル（SAS）
獲得に関係する研究に関しては，片岡（2013）らによる，小・中学校段階における SAS 獲得教
育に関する研究や青年期における発達障害者の自尊感情回復に関する研究，さらにオーストリ
アやシンガポール等の海外における SAS 獲得に関する取組に関する研究成果がある。また，西
岡（2007）らのソーシャル・スキル・トレーニング（SST）の臨床研究に関する論文など多数存
在する。しかし，大学から社会への移行を意識した SAS 獲得のための教育プログラム開発や支
援方法に関する研究はこれまでに十分に行われてこなかった。この背景には，障害者支援がこれ
まで学生相談業務の一分野として捉えられ実施されてきたことや，支援者のこれまでの考え方
では，日々の対処療法的な支援の延長が就職に結び付くという考えが多かったためである。しか
し，それだけでは，必ずしも就職に結び付いていない（表 1）。平成 25 年度大学卒業者に占める
就職者の割合を障害種別ごとの就職率を見た場合，盲（30.0%）および発達障害（LD23.5%，
ASD29.4%）の就職率が他の障害者に比べてかなり低い割合になっている。これは，共感性や社
会性に乏しいという発達障害の障害特性等に多くの原因があると考えられるが，それ以外に，社
会を見据えた移行支援がこれまで日常の支援活動の中で十分行われていないことを示している。
本研究では，この未開発分野に実証的研究手法を用いて研究することにより，移行支援に向けて
必要となる知識やスキルなどの新たな学問的な知見を見出すことを目指して研究に取り組んだ。 

 
表 1 障害種別就職状況 

 
２．研究の目的 
本研究は，発達障害学生がその障害特性から就労に関して多くの困難を抱えているという事

実から，大学から社会へ移行する間の支援プロセスに着目し，発達障害学生自らが「自分の障害
特性を理解し，他者に説明し，自分が必要とする支援を他者に求めていく行動を起こせる力」，
すなわち，セルフ・アドボカシー・スキル（SAS）の獲得や，その際の支援者の支援方法につい
て実証的な研究を行った。従来の発達障害学生支援は，各自の障害特性に応じた対処療法的な支
援（修学支援等）が中心であった。しかし，大学から社会への移行を見据えた支援では障害学生
自らが障害特性を理解するとともに，自らの障害特性に合った仕事の理解という教育的アプロ
ーチからの支援が欠かせない（図１・図 2）。また，この研究の成果が，移行支援や SAS 獲得の
教育プログラムに活かされることにより，発達障害学生の大学から社会への移行がさらにスム
ーズになり，潜在的に優れた才能を持った発達障害学生が社会で活躍する機会がより増えると
ともに、大学から社会への移行が円滑化されることを目指した。 
 

 
 
 

図 1 就労に向けて必要となる知識や技能 図 2 仕事理解の内容 



３．研究の方法 
本研究では，次の計画および研究方法を用いて研究を推進した。①山口大学の学生特別支援室

（SSR）や就職支援室における支援活動の中で，自己理解を高めるための新たな支援方法を試み，
自己理解に結び付く有効な方法を抽出し，そのメカニズムを解明した。（自己理解を高める支援
方法の解明）：主に 28年度、②SAS 獲得を目指した教育プログラムの開発と，その有効性を検証
する（SAS 獲得を目標とした教育プログラム開発と検証）。具体的には、就職支援室と共同で「学
内インターンシップ」や「仕事チャレンジ」等のしごと体験実習プログラムを開発し実施した。：
主に 28-29 年度、③本人，支援者および上記の体験実習参加者等へのヒアリングやアンケート等
を通して，SAS 獲得を高めるための自己理解や仕事理解の支援方法や開発した教育プログラムの
有効性を検証するとともに、実施上の課題を明らかにした。：主に 29-30 年度 
 

４．研究成果 
本研究は発達障害学生がその障害特性から就労に対して多くの困難を抱えているという事実

から，大学から社会へ移行する間の支援プロセスに着目し発達障害学生自らが「自分の特性を理
解し，他者に説明し，自分が必要とする支援を他者に求めていく行動を起こせる力」，すなわち，
セルフ・アドボカシー・スキル（SAS）の獲得およびその際の支援者の支援方法について実証的
な研究を行うことを目的としている。 
この 3年間におよぶ研究の成果としては、補助期間中に就職支援室や山口大学の事務組織、大

学生協の協力を得て実施した「仕事チャレンジ」や「学内インターンシップ」等の取組から、SAS
育成していくための環境や実施上の課題について分析した結果、予め支援を受けられる環境が
準備されている場合には，障害受容を含む自己理解や障害特性に合った仕事理解を高めること
は比較的容易であることが明らかになった。また、受け入れ環境が事前に十分整備されている場
合には SAS を育成していくことはある程度可能であることが分かった。その一方で，支援体制が
十分整っていない企業のインターンシップ等では，高い能力や専門スキル、さらに SAS を学内で
の取組により、ある程度修得できたとしても，社会性や共感性を高めることが可能かどうかは、
企業実習等に参加した発達障害学生の聞き取り調査の結果から未知数であることが明らかにな
った。実際，ASD の学生に SST などの職業訓練を実施した後に，企業のインターンシップに派遣
したにもかかわらず，受け入れ企業から社会的スキル等が職業上必要とされるレベルまでに到
達しておらず，このままでは就労はかなり困難だと判断されたケースがあった。このように，単
発の就労体験を行って課題を見つけたとしても，それを乗り越えて就労にたどりつくことは，か
なり難しいことが本研究を通して明確になってきた。この課題を解決するためには，体験とフィ
ードバックの連続的な支援と，実際の職場とのジョブマッチングをする支援を包括的かつ継続
的に実施できる環境が必要であることが明確になってきた。そのため、本研究の最終年度には学
外の就労移行事業所に対して訪問調査を実施し，大学と就労移行事業所との間で、就労支援の支
援方法や役割分担に関して、どのような相互理解が必要であるかについて意見交換を行った。そ
の結果、発達障害学生の就労支援を巡る大学と就労支援事業所の役割の相違点を明らかにする
とともに、相互理解を深めることにより、連携の可能性があることを見出すことができた。 
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